
主催：コミセミ準備委員会

[日時] 2024年3月16日（土）15:00～17:15   

[場所] 米田柔整専門学校3F講堂

[演者、内容]

在校生（3年生）

1 Osgood-Schlatter病の最近の知見について 中川真有里

2 オーバーハンド動作時における肘関節内側側副靱帯へのエコー観察 田畑匠平

3 内側縦アーチの低下に伴う外脛骨評価～母趾MTP関節伸展可動域との関係～ 福島裕二　

卒業生

4 若年性膝痛と扁平足 縄田竣也（62A 服部整形外科）

5 腰椎症　～思い込み治療ダメ絶対～　 服部大翼（62A ころも接骨院）

6 予防医学とアニマルフロー 竹内勇志郎（57A　みたに整形外科）

7 メディカルチェックから学ぶJones骨折 石川　蓮　（56A　石川接骨院）

500円

卒業生(主に卒後約25年)　

※自動返信メールが届かない場合は学校までご連絡ください。

※受講票は送付しませんのでそのままご来場ください。

※公共交通機関でお越しください。 お車でお越しの際は学校周辺のコインパーキングを利用してください。

※キャンセルの場合は早めにご連絡ください。

（キャンセルの場合もフォームをご利用ください）

※当日体調のすぐれない方は参加を控えていただくようお願いいたします。 

※稀ではありますが「申し込んだのに受付がされていない」ということが起こっております。その場合、

  お手元に送られている自動返信メールを紙または画面にて確認させていただく場合がございますので、

  印刷してお持ちいただくか、画面にて確認するために削除しないようお願いいたします。

2024年3月16日　第46回コミュニケーションセミナー案内

[参加費用]

[参加対象]

2023年3月と同様に日々の臨床報告を中心に開催します。今回も在校生3題、卒業生4題を予

定しています。昨年のセミナーでは活発な意見交換の場となりました。

今回も参加いただく事により大切な原点を見つめ直し、刺激を受け、聴講するという一方向性

ではなく、双方向コミュニケーションを得ることが出来ると確信しています。

また、参加者各自の社会性向上、視点増加、正確な自己評価とスキルアップが得られればと

思っています。

具体的には、時代の変化と危機感のみを吹聴するのではなく、各自が日ごろの臨床における施

術業務について基本に立ち返り、自身の姿勢や対応について見つめ直し、日常業務での「聞

く」「視る」「触れる」「評価する」「記録する」などの「当たり前の事を当たり前に行う」

積み重ねの重要性を再確認いただければ幸いです。

それでは皆様、同期をお誘いの上、ご参加ください。

2023年3月　第44回セミナーレポート

https://yonedaschool.blogspot.com/2023/03/20230328.html


